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はじめに 

 この研究は２つの目的がある。まず、本校が過去 10 年以上にわたって武尊山（ほ

たかやま）「水源の森」やその周辺域で調査し得られたデータから、水源の森の生

物相を総合的に研究することであり、次に、水源の森が隣接する三合平にて、スキ

ーコースが造成されることとなったことを受け、現在の水源の森や周辺域の生物相

を明らかにしておくことである。 

 

方   法 

 群馬県北部に位置する武尊山の中腹、標高 1500ｍ～1800ｍ付近にかけて群馬県企

業局が所有する「水源の森」があり、本校はここで調査を行っている。なお、この

森の東側には三合平と呼ばれる草原帯がある。水源の森や三合平を中心に表１に示

す調査を行った。 

表１ 各調査の内容 

調査名称 調査開始 調査方法 調査場所

1 植生調査 2005年 ブラウン・ブランケ法による植生調査 水源の森（全体）

2 開花ﾌｪﾉﾛｼﾞｰ調査 2008年 ルートセンサスにより月ごとに開花した植物を調査 三合平（全体）

3 ﾘﾀｰｼｰﾄﾞﾄﾗｯﾌﾟ調査 2012年 定点に１ｍ
３
の正方形ネットを３機設置し、森林

に落ちる物質を同定し、重さなどを測定する調査
水源の森

（ブナ林で１カ所）

4 哺乳類調査 2006年
捕獲ワナを用いた分布・個体数調査、フィールド
サインから生息種を確認する調査

水源の森
（全体）

5 野鳥調査 2003年 ルートセンサス法や録音機を用いた生息種の調査 水源の森（全体）

6 昆虫調査 2008年
ピットフォール法を用いた地表徘徊性昆虫調査お
よび一部チョウ類の調査

水源の森
（３カ所）

7 ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｽｷｰｺｰｽ調査 2013年 コース造成前と造成後で確認された植物を比較する 三合平（全体）

8 その他 通年 自然観察会を通し、確認された種を記録 三合平のため池

結  果 

 植生調査から水源の森の植生を、２つのタイプと１つの移行帯に分けることがで

きた。開花フェノロジー調査から、三合平では 2008 年以降、６年間で 116 種の開花

植物を確認する事ができ、特に開花のピークは７月で、57 種を確認した。リターシ

ードトラップ調査では、落下物の回収量から 2012 年８月にブナアオシャチホコの大

量発生がピークを迎えていたことが確認された。 

 哺乳類調査では計 18 種類の哺乳類を確認し、さらにアカネズミやヒメネズミなど

の小型哺乳類調査から水源の森１ha あたりのネズミの個体数を推定し、さらにブナ

の実の結実度から豊作の翌年にネズミの個体数が増加したことがわかった。野鳥調

査では 2003 年以降、11 年間で 28 科 78 種を確認した。昆虫調査では地表徘徊性昆

虫を中心に 2008 年以降、６年間で計 41 種を確認することができた。 

 クロスカントリースキーコース調査ではコース造成前と、後での植物の確認種数

を比較した。コース造成前の 2013 年５月 25 日には 49 種の植物を確認したが、６月

にクロスカントリーコースが造成されると、このうち、25 種の植物が確認されなく

なった。その他、水源の森や三合平にはムツアカネやムラサキトビケラなど群馬県



のレッドデータブックに記載された危急種が生息していることが確認できた。 

 

考   察 

 全体の結果を考察すると、水源の森やその周辺域には絶滅危惧種を含め、多種多

様な動植物が分布している事が分かった。さらに、様々な調査の結果から水源の森

における 10 年間の動態も明らかになり、異なる植物群集での動態を知ることができ

た。 

 ヒメアオキ－ブナ群集では、そこに生息する動物の短期間での変動が大きいと推

測できる。それは、本研究でブナの実の豊凶によるネズミの個体数の増減や、ブナ

アオシャチホコの大発生などから推測した。一方、オオシラビソ群集は変動が小さ

いと推測される。しかし、100 年単位など、さらに長い期間で見ると、今後、変動

がみられる可能性もある。 

 1973 年に宮脇昭氏らが現在の水源の森や三合平付近で植生調査を実施しており、

その研究レポートと本校の調査結果とを比較すると、ヒメアオキ－ブナ群集での植

生はほぼ同じであり、このことからも、過去 40 年間での植生の変化は少ないと考え

られる。 

 

結   論 

 過去 10 年以上にわたって行ってきた調査の結果から、水源の森や周辺域がどのよ

うな自然を構成しているか、生物相が明らかになった。今後はクロスカントリーコ

ースの開発行為による影響がないかを検証していきつつ、そのほかの調査を充実さ

せたい。 

表２ 各調査で確認した主な生物 

調査名 確認した主な生物

植生調査
　ﾋﾒｱｵｷｰﾌﾞﾅ群集

ﾌﾞﾅ､ﾊﾘｷﾞﾘ､ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ､ｵｵｼﾗﾋﾞｿ､ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ､ﾅﾅｶﾏﾄﾞ､ﾄﾁﾉｷ､ﾂﾙｱｼﾞｻｲ､ｺｼｱﾌﾞﾗ､ｵｵｶﾒﾉｷ､ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ､ｱｽﾞｷﾅｼ､ﾐﾔﾏ
ｶﾞﾏｽﾞﾐ､ﾐﾔﾏｱｵﾀﾞﾓ､ﾐﾈｶｴﾃﾞ､ﾉﾘｳﾂｷﾞ､ﾁｼﾏｻﾞｻ､ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ､ｳﾜﾐｽﾞｻｸﾗ､ﾕｷｻﾞｻ､ﾔﾏｳﾙｼ､ﾐﾔﾏｶﾝｽｹﾞ､ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ､ﾋﾛﾊﾕ
ｷｻﾞｻ､ﾋﾒｺﾞﾖｳｲﾁｺﾞ､ﾂﾀｳﾙｼ､ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ､ﾀﾆｷﾞｷｮｳ､ﾀｹｼﾏﾗﾝ､ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ､ｺﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ､ｸﾏｲｻﾞｻ､ｵｵﾊﾞﾉﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ､ｵｵﾊﾞﾀ
ﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ､ｵｵﾊﾞｺ､ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ､ｴﾝﾚｲｿｳ､ｲﾜｶﾞﾗﾐ､ｲﾇｶﾞﾔ､ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ

植生調査
　ｵｵｼﾗﾋﾞｿ群集

ｵｵｼﾗﾋﾞｿ､ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ､ﾌﾞﾅ､ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ､ﾈｺｼﾃﾞ､ﾅﾅｶﾏﾄﾞ､ﾂﾙｱｼﾞｻｲ､ｵｶﾞﾗﾊﾞﾅ､ﾅﾅｶﾏﾄﾞ､ﾂﾙｱｼﾞｻｲ､ﾂﾀｳﾙｼ､ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ､ｵ
ｶﾞﾗﾊﾞﾅ､ｵｵｶﾒﾉｷ､ﾔﾏｿﾃﾂ､ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ､ﾐﾔﾏｶﾝｽｹﾞ､ﾐﾔﾏｳﾄﾞ､ﾐﾈｶｴﾃﾞ､ﾐﾂﾊﾞｵｵﾚﾝ､ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ､ﾌﾞﾅ､ﾋﾛﾊﾕｷｻﾞｻ､ﾋﾒﾓﾁ､ﾋﾒ
ｺﾞﾖｳｲﾁｺﾞ､ﾊﾘﾌﾞｷ､ﾊﾘｷﾞﾘ､ﾈｺｼﾃﾞ､ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ､ﾂﾙｱｼﾞｻｲ､ﾂﾊﾞﾒｵﾓﾄ､ﾂﾀｳﾙｼ､ﾁﾏｷｻﾞｻ､ﾀﾆｷﾞｷｮｳ､ﾀｹｼﾏﾗﾝ､ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ､ｼﾗ
ﾈﾜﾗﾋﾞ､ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ､ｺﾖｳﾗｸﾂﾂｼﾞ､ｺﾞﾖｳｲﾁｺﾞ､ｺﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ､ｺｼｱﾌﾞﾗ､ｸﾛﾂﾞﾙ､ｸﾏｲｻﾞｻ､ｵｼﾀﾞ､ｵｵﾊﾞﾉﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ､ｵｵﾊﾞﾀﾁ
ﾂﾎﾞｽﾐﾚ､ｵｵﾊﾞｽﾉｷ､ｴﾝﾚｲｿｳ､ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ､ｲﾜｶﾞﾗﾐ､ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ､ｱｶﾐﾉｲﾇﾂｹﾞ

開花ﾌｪﾉﾛｼﾞｰ調査

ｺｳｿﾞﾘﾅ､ﾔﾏﾊﾊｺ､ﾖﾂﾊﾞﾋﾖﾄﾞﾘ､ｴｿﾞｱｼﾞｻｲ､ｸｶﾞｲｿｳ､ﾐﾔﾏｼｼｳﾄﾞ､ｳﾄﾞ､ﾄﾈｱｻﾞﾐ､ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ､ﾉｲﾊﾞﾗ､ﾐﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ､ｳﾒﾊﾞﾁｿ
ｳ､ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ､ﾉｺﾝｷﾞｸ､ﾈｼﾞﾊﾞﾅ､ｲﾇﾀﾃﾞ､ｴｿﾞｼﾛﾈ､ｶﾗﾏﾂｿｳ､ｷﾂﾘﾌﾈ､ｺｵﾆﾕﾘ､ｽｽｷ､ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ､ﾈｺﾊｷﾞ､ﾏﾙﾊﾞﾀﾞｹﾌﾞｷ､ﾖ
ﾒﾅ､ﾜﾚﾓｺｳ､ｱｷﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ､ｵﾔﾏﾎﾞｸﾁ､ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ､ｵｵﾊﾞｷﾎﾞｳｼ､ｽﾞﾀﾞﾔｸｼｭ､ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁﾔｸｿｳ､ｶﾝﾄｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ､ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ､
ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ､ｴﾝﾚｲｿｳ､ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ､ｷｼﾞﾑｼﾛ､ﾂﾊﾞﾒｵﾓﾄ､ﾊﾙﾘﾝﾄﾞｳ､ﾌﾃﾞﾘﾝﾄﾞｳ､ﾐﾔﾏｽﾐﾚ､ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ､ﾆｶﾞﾅ､ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ､ｹﾞﾝ
ﾉｼｮｳｺ､ｸﾙﾏﾊﾞｿｳ､ﾔﾏｵﾀﾞﾏｷ､ｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ､ｵｵﾊﾞﾉﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ､ｵｵﾔﾏﾌｽﾏ､ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ､ｲｶﾘｿｳ､ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ､ｸﾏｲﾁｺﾞ､ﾀﾆｷﾞｷｮ
ｳ､ﾁｺﾞﾕﾘ､ﾂﾙﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ､ﾆｯｺｳｷｽｹﾞ､ﾋﾒｽｲﾊﾞ､ﾔﾏﾊﾀｻﾞｵ､ﾕｷｻﾞｻ　など

哺乳類調査
ｱｶﾈｽﾞﾐ､ﾋﾒﾈｽﾞﾐ､ﾊﾀﾈｽﾞﾐ､ｽﾐｽﾈｽﾞﾐ､ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ､ﾔﾏﾈ､ﾋﾐｽﾞ､ﾋﾒﾋﾐｽﾞ､ﾎﾝﾄﾞｵｺｼﾞｮ､ﾎﾝﾄﾞｷﾞﾂﾈ､ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ､ﾆﾎﾝｶﾓｼｶ､
ﾎﾝﾄﾞﾃﾝ､ﾆﾎﾝﾉｳｻｷﾞ､ﾆﾎﾝﾘｽ､ﾆﾎﾝｼﾞｶ､ﾆﾎﾝｲﾀﾁ､ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ

野鳥調査

ﾐｻｺﾞ､ﾄﾋﾞ､ﾂﾐ､ﾊﾁｸﾏ､ﾊｲﾀｶ､ｵｵﾀｶ､ﾉｽﾘ､ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ､ﾌｸﾛｳ､ﾔﾏﾄﾞﾘ､ｱｵﾊﾞﾄ､ｼﾞｭｳｲﾁ､ｶｯｺｳ､ﾎﾄﾄｷﾞｽ､ﾂﾂﾄﾞﾘ､ﾊﾘｵｱﾏﾂ
ﾊﾞﾒ､ｵｵｱｶｹﾞﾗ､ﾋﾞﾝｽﾞｲ､ｻﾝｼｮｳｸｲ､ﾓｽﾞ､ﾐｿｻｻﾞｲ､ｺﾏﾄﾞﾘ､ｺﾙﾘ､ﾙﾘﾋﾞﾀｷ､ﾉﾋﾞﾀｷ､ﾄﾗﾂｸﾞﾐ､ﾏﾐｼﾞﾛ､ｸﾛﾂｸﾞﾐ､ｱｶﾊﾗ､ﾔﾌﾞ
ｻﾒ､ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ､ｴｿﾞﾑｼｸｲ､ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ､ｷｸｲﾀﾀﾞｷ､ｷﾋﾞﾀｷ､ｵｵﾙﾘ､ｻﾒﾋﾞﾀｷ､ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ､ｷﾊﾞｼﾘ､ﾎｵｼﾞﾛ､ｶｼﾗﾀﾞｶ､ｱｵｼﾞ､
ｸﾛｼﾞ､ｶﾜﾗﾋﾜ､ﾏﾋﾜ､ﾍﾞﾆﾏｼｺ､ｼﾒ､ｳｿ､ｲｶﾙ､ﾆｭｳﾅｲｽｽﾞﾒ､ﾎｼｶﾞﾗｽ　など

昆虫調査

ｸﾛﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ､ﾎｿﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ､ﾎｿｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ､ﾆｯｺｳｸﾛﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ､ﾂﾔﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ､ﾐﾔﾏﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ､ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ､ｱｶｶﾞﾈ
ｵｵｺﾞﾐﾑｼ､ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ､ﾍﾞｰﾂﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ､ｸﾛﾂﾔｺﾞﾐﾑｼ､ﾎｼﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ､ﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ､ｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ､ﾎｿﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ､ｱ
ﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ､ﾙﾘｸﾜｶﾞﾀ､ﾀﾍﾞﾆﾀﾏｷﾉｺﾑｼ､ﾐﾄﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ､ﾋﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ､ｸﾘｲﾛﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ､ｱｵﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ､ｻﾞﾄｳﾑｼ､ﾔｽ
ﾃﾞ､ｺﾑｶﾃﾞ､ｼﾞﾑｶﾃﾞ､ﾋﾒﾌﾅﾑｼ､ｶﾆﾑｼ､ﾐﾐｽﾞ､ﾅｶﾞｺﾑｼ､ｲｼﾑｶﾃﾞ､ｼﾛｱﾘ､ﾄﾋﾞﾑｼ､ﾋﾒﾐﾐｽﾞ､ﾊﾈｶｸｼ､ｲｸﾋﾞﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ､ｱｶ
ｶﾞﾈｵｵｺﾞﾐﾑｼ､ｸﾛｶﾀﾋﾞﾛｵｻﾑｼ､ｷｱｹﾞﾊ､ｱｻｷﾞﾏﾀﾞﾗ､ﾑﾂｱｶﾈ

その他 ｸﾛｻﾝｼｮｳｳｵ､ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ､ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ､ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ

 


